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国内外の連携による研究・教育

デジタルの力で豊かな暮らしを「あいちデジタルヘルスプロジェクト」

仮想空間で面接試験
AI患者との対話で未来の医師を育成

最先端医療技術で社会に応える
第1回C-DAMカンファレンス開催

大学経営と医療革新を語る国際シンポジウムを主催

本学は、愛知県が推進する「あいちデジタルヘルスプロジェクト」に参画し、「健康寿命の延伸」と「生活の質の維持・向上」へ
の貢献を目指した2つの取り組みを進めました。1つ目は、ジョージ・アンド・ショーン株式会社が開発するオンラインサービス
「brainco」を用いて、高齢者の社会的交流を支援する仕組みの構築に取り組みました（写真左）。2つ目は、株式会社emotivEと豊
田通商株式会社が開発する見守りサービス「安心日記®️」を用いて、対話型AIとの自然な対話から健康や生活に関する情報を取得し、
高齢者の健康リスクの早期発見とフレイル予防の促進に資する仕組みの構築に取り組みました（写真右）。2024年度の実証として、
豊田市在住の高齢者の皆様に2つの取り組みのサービスを体験いただきました。今後も、デジタル技術を活用し、超高齢社会に貢献す
る取り組みを進めていきます。

本学と名古屋工業大学は、医学生が臨床実習に出る前に受ける模擬患者による面
接試験を、AIを活用した仮想空間で実施できるよう研究を開始しました。VRゴー
グルを装着し、AIアバターが痛みや感情をリアルに表現。学生は、実際の患者さ
んと対話するような臨場感のある面接試験を体験できます。現在、模擬患者はボ
ランティアで全国に777人、本学には26人いますが、地方の大学では人材確保
が課題。本技術により、模擬患者の不足を補い、医師の負担を軽減しながら、医
療教育の質を向上させます。さらに、世界的にも珍しい「痛みの感情を再現する
音声技術」を活用し、よりリアルな患者の表現を実現。AIによる統一基準の評価
で、公平な試験環境の提供も目指します。

2024年12月、先端医療開発コンソーシアム（C-DAM）の初イベント「第1回C-DAMカンファレンス」がウインクあいちで
開催され、本学や加盟大学から95名が参加しました。本コンソーシアムは、薬学・工学系の研究成果を医療技術として実用化
することを目的に設立され、本学をはじめ名古屋工業大学、名城大学など10大学が参加。基調講演、口頭発表、ポスターセッ
ションを通じ、研究成果の共有と連携を深めました。

2024 年 11 月、本学主催の「FUJITA University Summit 2024」が名古屋マリオットアソシアホテルで開催されました。アジア 9 大
学の学長や医学部長をはじめ、120 名以上の関係者が集まり、「グローバル時代における大学経営と教育の課題と機会」「ヘルスケア
のデジタル化と AI イノベーション」をテーマに講演とディスカッションが行われました。教育・医療・AI のイノベーションに関して
各大学の特色ある取り組みについて発表し、大学経営や高等教育が直面する課題について議論を行いました。この国際的な交流の場を
通じて、あらゆる社会課題解決への貢献がさらに具体化し、今後も本学は地域と世界をつなぐ拠点として活動を加速させていきます。
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インクルーシブな環境と育児・キャリア支援

藤田医科大学病院群では、食品ロス削減と地域福祉支援を目的に、家庭で消費されない食品を教職員が持ち寄り、地域の社会福祉施設や自治
体へ寄付する活動を行っています。この取り組みは2021年度にスタートし、今年で4年目を迎えました。

女性医師が語る医療の未来 ジェンダー平等と医療革新
女性職員の活躍を支える制服改革
通年デザインと多様性の尊重

食べる・歩く・支え合う
藤田学園の健康経営

愛知県内初 B型事業所×一般就労の
新たな連携モデル

女性医師・研究者キャリア支援室「ジョイフル」

職員や教員のための育児施設キッズコスモスの運営

2024年11月、本学は女性医師の活躍をテーマにした講演会「女性医師
が拓く未来医療」を開催しました。ばんたね病院 脳神経外科の加藤庸
子教授（写真左）と乳腺外科学の喜島祐子教授（写真右）が登壇し、
各分野での先進的な取り組みや現場での経験を語りました。加藤教授
は、世界最多の手術経験を持つ脳神経外科医として、患者さんとの向
き合い方などを紹介。喜島教授は、乳がん検診の重要性や乳がん治療
の最新治療について解説しました。

藤田医科大学病院群の医療事務部門で患
者さん対応を担う女性職員の制服が、
2024年4月よりリニューアルされまし
た。動きやすさや多様性を考慮し、医療
事務部門としては初めてパンツスタイル
も選択できるようになりました。透けに
くい生地でも通気性に優れており、ス
カート・パンツはストレッチ性のある動
きやすい素材を使用することで、機能性
の向上を図ります。また、これまで夏と
冬、季節ごとに切り替えてきたものを通
年デザインに変更することで、環境にも
配慮しています。公正な社会の創出、働
きやすさの向上に取り組み、女性の活躍
を支援します。

2024 年 3 月、本学園は私立医科大学と
しては初となる「健康経営優良法人 2024

（大規模法人部門）」に認定され、教職員
の健康支援に取り組んでいます。教職員
の食と運動習慣の改善にも力を入れ、食
育のための料理教室を 21 回開催し、延
べ 193 名が参加。ウォーキングイベント
も 6 月に開催し、延べ 174 名が参加しま
した。また、藤田医科大学病院では、看
護師の健康を支えるため、お弁当配達サー
ビスのテスト導入を開始。3 つの病棟を有
する本大学病院では、職員食堂へのアク
セスが困難な場合もあることから、管理
栄養士監修の栄養バランスに配慮した食
事を、職員食堂で調理・配達する取り組
みです。今後も女性の健康課題にも積極
的に取り組み、教職員がいきいきと働け
る職場環境づくりを進めてまいります。

豊明市と連携し、障がい者が就労支援B型事業所と、本学内「スマイルチーム」で
の週10時間未満の一般就労を併用できる県内初の仕組みを導入しました。雇用契
約のないB型事業所に比べ、最低賃金の保障や収入増が期待され、短時間勤務から
一般就労への移行を目指す第一歩になります。障がい者が自分のペースで働きなが
ら、働きがいや自立、社会参加につなげる新たな取り組みです。

藤田学園では、女性医師・研究者のキャリア継続を支援するため、2013年から「キャリア支援室ジョイフル」を運営。年に2回開催
している講演会では、キャリア形成やワークライフバランスに関する知見を共有し、学内のつながりづくりを促進しています。24時
間利用できる「ジョイフルサロン」は、リフレッシュや交流、つわり時の休息の場としても好評。マタニティ白衣・スクラブの貸出
も行い、多面的に支援しています。復職支援にも力を入れており、ライフイベント後も安心して職場に戻り、継続して働くための環
境整備を進めています。

小学校就学前までの月極・一時保育を 2024年度は78名の教職員が利用しました。また、内閣府の子育て支援新制度として開始され
たベビーシッター利用助成制度を導入し、のべ23名の教職員が利用しました。
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インクルーシブな環境と育児・キャリア支援 国際化と多文化共生の推進

障がい者雇用の支援「スマイルチーム」の新たな挑戦
パン販売で広がる活躍の場

文化交流の輪が広がる
留学生と共に楽しんだ夏の文化フェスタ

映画「種まいて 水やって 自然栽培パーティ!」で学ぶ
農業と福祉の新しいつながり

不安解消 留学生向け安全講習会で日本の生活を学ぶ

2021年度に結成された「スマイルチーム」は、障がい者とサポートス
タッフが「互いを理解し・受け入れ・認め合う」職場づくりに取り組
んでいます。大学構内の清掃や配布物仕分け、シュレッダー作業など
幅広い業務を担当し、入職後も作業療法士の支援を受けられるサポー
ト体制を充実させています。さらに、2025年2月からは豊明市近隣地
域の就労継続支援事業所が運営する人気ベーカリー「むぎの花」と連
携し、キャンパス内で焼きたてパンの販売を担当。オープン初日には
完売するほど好評で、障がい者の活躍の場を広げる取り組みとして注
目されています。今後も多様な働き方を支援し、生き生きと働ける環
境づくりを推進していきます。

2024年7月、本学に在籍する留学生に日本の
文化を学び、体験してもらうことを目的に国
際交流推進センターが夏文化フェスタを開催
しました。留学生・学生・教職員ら約40名
が参加して、百人一首、すいか割りなど日本
の文化を体験したほか、ルワンダの留学生が
伝統的なダンスを披露、最後には病院敷地内
の芝生広場で盆踊りを楽しむなどの文化交流
を行いました。本学は、様々な背景を持つ学
生・教職員が、充実したキャンパスライフを
送れるよう取り組んでいます。

藤田学園は2024年11月、地域共生社会や障がい者の就労機会拡大
をテーマに、ドキュメンタリー映画の上映会とトークイベントを開
催しました。「農福連携」は、農業の担い手不足と障がい者の就労
機会拡大を結びつける取り組みであり、上映後には実践者を招き、
農業の可能性や現場のエピソードが語られました。本学も「農福連
携」の取り組みを進めており、障がい者雇用の新たなモデルを模
索。教職員や学生、行政、地域関係者が参加し、共生社会の実現に
向けた理解を深める機会となりました。

留学生向けの生活安全講習会を2024年10 月に開催しま
した。当年度新たに来日した方を含め、全ての留学生が
安全に過ごせるよう、愛知県警察署の署員の方々に災害
時の対応や日本の交通ルールについて、また、被害が増
えている外国人をターゲットにした詐欺に対する防止策
についてもレクチャーしていただきました。日本に来た
ばかりの留学生が暮らすうえでの不安を解消できるよう
努めてまいります。
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2023年10月、藤田学園SDGs行動指針に基づき、「誰ひとり取り残さない学園」づくりを目指し、ダイバーシティ&インク
ルージョン（D&I）推進プロジェクトを立ち上げました。男女共同参画の推進や障がい者および外国人のための施策を通じ
て、性別、障がいの有無、文化的相違などによらず、本学構成員の誰もがそれぞれの能力を十分発揮し、生き生きと働き、学
ぶことのできる職場およびキャンパスづくりに取り組みます。2024年度は以下のことに取り組みました。

2024年11月、全教職員を対象に第1回介護セミナー「介護入門編」を開催。介護初心者にもわ
かりやすく、介護に関する基礎知識、利用できる制度、実技を交えた杖の使い方を学べるプロ
グラムとしました。12月には第2回「認知症介護編」として、認知症の早期発見からサポート
のコツまで、概要が分かるカリキュラムを提供しました。
本セミナーは、キャリアと介護の両立支援を目的に開催し、現在介護中の方や、将来の介護に
備えたい方など総勢296名（現地参加21名、オンライン参加275名）の参加を得られました。

「障がいを持つ方」や「子育てとキャリアを両立する」等、多様な背景を持つ方の就労
の工夫などについて、ホームページで紹介しております。2024年度は、実際に障がい
者とともに働く職員にインタビューを実施し、障がい者雇用の推進をする取り組みや、
障がい者と共に働くうえでの工夫などを紹介しています。

藤田学園は、女性が活躍できる職場環境を実現するため、ワークライフバランスの推進や、育児・介護に
対応した働き方改革を積極的に進めています。その取り組みが評価され、2024年12月1日付で愛知県から
「あいち女性輝きカンパニー」として認証されました。今後も、女性のキャリア支援、多様性を活かしたイ
ノベーションの促進に取り組み、すべての教職員が輝ける職場づくりを目指します。

「女性活躍」や「仕事と子育ての両立」等をテーマに、本学の学生・教職員にインタビュー
したロールモデル集を作成しています。2024年度は「医師として育児とキャリアを両立するパ
パ｣ ｢2人の子供を育てながら研究を続けるママ｣｢2人の幼い子どもを育てながら診療放射線技
師としてフルタイムで働くママ」などをホームページで紹介しています。

キャリアと介護の両立支援
教職員向け介護セミナーで基礎から学ぶ

多様な背景を持つ人々の就労支援～障がい者雇用の現場から～

あいち女性輝きカンパニー認証を取得しました

ロールモデル集の紹介～仕事と育児を両立する現場から～

D&I 推進プロジェクト　2024 年度活動内容 D&I推進に向けたアンケート調査
D&Iにおける本学の現状把握に加え、要望などをお聞きして、今後の活動の参考とするべく、学生・教職員を対象にアンケートを実施し
ました。2024年7月より12月（5か月間）にかけて募集したアンケート結果をもとに、本学園のD&I推進を加速させてまいります。

D&I アンケートで受け付けた「授乳やお祈りの場がほしい」「性的マイノリティも
安心できる空間が必要」との意見に応えて、2つの取り組みを実施しました。
■ユニバーサルルームの開設

大学1号館B1階のイングリッシュラウンジ内に設置。授乳やお祈り、更衣など多
様なニーズに対応し、プライバシーに配慮した空間です。

■オールジェンダーステッカーの掲示
学内の多目的トイレに掲示し、性別を問わず誰もが安心して利用できる環境を整
えました。

～ユニバーサルルームの設置とオールジェンダーステッカーの導入～

D&I 推進状況
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環境報告データ
2024 年度 マテリアルデータ

一次エネルギー使用量
エネルギー使用原単位 （　　）

電気使用量
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総エネルギー投入量  760,117GJ
・電気使用量　    　   　　　　　　　　　　　    66,600 千 kWh 上水使用量 149 千㎥ *

・A 重油使用量　　　　　　　　　              　 　　   319 kl 井水使用量 263 千㎥ *

・LPG 使用量　　　　　　　　　28 t PRTR 物質 4.4 t

・都市ガス使用量　　　　　3,797 千㎥

CO2 排出量  　　　36,796 tCO2

産業廃棄物 657.0 t 排水 295 千㎥ *

・焼却プラスチックごみ 455.8 t PRTR 物質 4.4 t

特別管理産業廃棄物 1,668.9 t

・2024 年度の一次エネルギー使用量、CO2 排出量の減少は、2023 年の省エネ法改正による一次エネルギー換算係数の
減少と電力供給会社の CO2 排出係数の減少の影響によるものとなります。

>>A 重油とは粘度の低いタイプの重油となります。

* については豊明校地集計分となります。

その他の活動その他の活動8

学生起業サークル「スタートアップクラブ」の活動

未来を切り拓く力を育む 高校生のためのアントレプレナーシップ教育

奨学金利用の支援

FUJITA 学援ローン

本学は、名古屋大学を中心に東海地方の大学
が連携して推進する起業家育成プロジェクト
「Tongali」に参加し、学生のアントレプレナー
シップ醸成に取り組んでいます。2024年6月に
開催された『Tongaliビジネスプランコンテス
ト2024』には、本学から2チームが出場し、い
ずれもサポーター賞を受賞する成果を収めまし
た。本学では今後も、医療系大学ならではの視
点を活かし、社会課題の解決に挑む学生の活動
を積極的に支援してまいります。

本学は、2024年6月に愛知県教育委員会と締結した包括協定に基づき、アントレプレナーシップ教育を推進しています。2024年度
は教員向け6回、高校生向け2回のイベントを実施し、計281名が参加しました。2月には愛知県立瀬戸高等学校で「闇バイト防止」
をテーマに、違法アルバイトのリスクや適切な判断力について学ぶ講演を実施。SNS被害対策アプリ「コドマモ」の勧誘ブロック機
能の実証実験もかねたワークショップも行いました。さらに3月には、瀬戸市内の県立高校4校による合同発表会を開催し、各校の代
表生徒がアントレプレナーシップ教育の実践成果を発表。挑戦する姿勢や課題解決力を養う機会となりました。

本学独自の奨学金制度である「藤田学園奨学金」、「藤田学園同窓会奨学金」による学費貸与を医学部9名、医療科学部2名、
保健衛生学部1名の学生に行いました。

「FUJITA 学援ローン」は、藤田学園が連帯保証人となることで、金利1%の低利で6年間の学費等全額の融資を受けられる
学生支援制度。2024年度は試験に合格した9名の内、4名が入学しました。2025年4月現在8名の在学生がその適用を受けて
います。

エネルギー使用量の推移

➡ 投入 排出 ➡


